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即時OA義務化と
求められる対応
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つまりなにが
求められている？
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公的資金の成果である査読論文
と根拠データを、即時に、機関
リポジトリ等で公開する
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公的資金の成果である査読論文
と根拠データを、即時に、機関
リポジトリ等で公開する



•学振 科学研究費助成事業（科研費）

• JST 戦略的創造研究推進事業

• AMED 戦略的創造研究推進事業

• JST 創発的研究支援事業
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OA2025 当面の対象助成資金
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公的資金の成果である査読論文
と根拠データを、即時に、機関
リポジトリ等で公開する



• 学術論文

• 「査読付き」学術論文。図書や依頼原稿は除外

• 査読があれば紀要も対象。日本語論文も対象

• “掲載”論文が対象。プレプリント段階は除外

• 「著者最終稿」を含む

• 根拠データ

• 「掲載電子ジャーナルの執筆要領、出版規程等において、透明性や再現性確保の観点

から必要とされ、公表が求められる」もの

• 公表を前提とするもので、査読の過程等で使うものではない

• 基本的にはsupplemental data．一部、suppleにしなかった自力公開データ 11

OA2025のWhat なにを登録？
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公的資金の成果である査読論文
と根拠データを、即時に、機関
リポジトリ等で公開する



•「機関リポジトリ等の情報基盤への掲載」

• 「NII RDC上で検索できる」が要件

•【原則】としては所属機関のリポジトリに掲載・公開

• それ以外の方法もNII RDCで検索できればOK
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OA2025のHow どうやって？
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• 機関リポジトリ

• 当然OK！

• オープンアクセス雑誌

• DOIを成果報告時に書けばOK！

• プレプリント

• JxivはOK！ 他もNII RDCで探せるか、DOIを成果報告時に書けばOK！

• ところで「プレ」でもいいの？⇔FAQ等を見る限りダメ！！

• 査読後の版を無料公開して成果報告にDOI書くことができればだいたいOK16

「どうやって」をさらに踏み込む
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OA化促進と
その障壁
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オープンアクセス
雑誌



•現状もっとも普及しているOA化手法

•一層の推進の障壁は？

• APCの高騰・負担増：「富める者のOA」

• 掲載先としての妥当性（Predator／Special issue問題）
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オープンアクセス雑誌の現状と障壁
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APCスライド群



毎日新聞

記事
25
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• 「特集号」（special issue）とゲスト・エディター

• 「論文工場」（paper mill）

• 「査読リング」（peer-review ring）
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Hindawi大量撤回の背景



• 「特集号」の企画提案・ゲストエディターを募集する

• ゲストエディターは投稿募集・査読等のプロセス全体に関与

• 雑誌にとって：コンテンツ・APCを労力をかけず収集

• ゲストエディター：汲みたい企画を提案できる

• 巻号のつく通常号とは別の扱い？

• 査読の基準／研究評価指標の集計時の扱い

• 「Predatoryな行い」の一種との見方も
28

OA雑誌の「特集号」



• 論文を安価・大量に「製造」（無意味な内容あるいは捏造）

• オーサーシップ（著者に入る権利）を販売⇒収入を得る

• 組織だった（潜在的な）違法・詐欺的行為

• 少なくともオーサーシップや捏造に関わる重大な研究不正

• 過去数年で急速に成長
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論文工場（paper mill）



• 互いの論文について、好意的な査読をしあおう、という（過去の例と

しては個人的な）ネットワーク

• 多くの場合、発覚しえない（福井大学の場合も内部通報がなければ発

見は困難）

• Cf: 投稿者個人による査読不正（発覚しやすい）
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査読リング（peer-review ring）



• 購読モデル：質が低ければ買われなくなる。質はビジネスに重要

• APCモデル：質が低ければ投稿されなくなる……はず？

• 論文を投稿・発表するニーズは根強く、伸び続けている

• 「国際誌ならPredatorでもいい」「Predatorでさえなければいい」

• クオリティコントロールを犠牲にしても多くの論文を出すのが正解？

• 一定以上出せば、出していることが権威の保証にもなる

• 質を無視したのがpredator、多少犠牲にしたのが特集号
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学術雑誌のクオリティコントロール
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機関リポジトリ



•オープンアクセス雑誌に比べると普及の度合いは限定的

• 国・機関によっては活用されている：「貧者のオープンアクセス」

•一層の推進の障壁は？

• エンバーゴ

• 著作権

• 作業力
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機関リポジトリの現状と障壁
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CCライセンス、権利保持戦略、二次出版権

鈴木 康平

人間文化研究機構 特任准教授

2024年12月17日＠JPCOAR

「機関リポジトリの次の一手を考える」シリーズ勉強会第2回

本資料はCC BY 4.0.の下で提供されています。

https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/


権利保持戦略 (Rights Retention Strategy, RRS)
• 出版社に論文の著作権を譲渡等する前に、オープンアクセス(OA)にするための

利用許諾を所属機関や助成機関に対して著者が与えること、あるいは、
助成機関が論文をCC BYなどで公開することを助成対象者に義務付けること

• 権利保持戦略の代表例
• ハーバード大学のOAポリシー

• 明示的なオプトアウトが無い限り、教員は著者最終稿について、
大学に対してアーカイブと配布の非独占的ライセンスを与える

• cOAlition Sが提唱した「プランS」における権利保持戦略

• 助成対象者に対して出版時にCC BYによる公開を要求
(CC BY-SA、CC0も使用可能)
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参考：Christina Angelopoulos, ‘Study on EU copyright and related rights and access to and reuse of scientific publications, including open 
access: Exceptions and limitations, rights retention strategies and the secondary publication right’ (Publications Office of the European 
Union, June 2022)
Harvard OSC, ‘Harvard Faculty of Arts and Sciences Open Access Policy’ (12 February 2008) https://osc.hul.harvard.edu/policies/fas/
Plan S, https://www.coalition-s.org/, https://www.coalition-s.org/rights-retention-strategy/
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日本における権利保持戦略の(法制上の)実現可能性と課題

• 日本の著作権法上は、権利保持戦略は機能しそう
• 利用権の当然対抗制度 (著作権法63条の2)

• 利用権の設定にあたって、行政機関への登録などは不要

• 著者が出版社等に著作権を譲渡する前はもちろん、譲渡した後でも、
譲渡(移転)の登録がなされる前に第三者(大学等)にライセンスした場合、
出版社等に対して、第三者はライセンスの存在を主張できると考えられている
• 著作権の譲渡を第三者に対抗するためには、文化庁への登録が必要(著77条)

• ただし、大学等が譲渡の事実を事前に知っていた場合の扱いは議論がある

• 出版社との契約との関係上、権利保持戦略が実際に機能するのかは疑問
• 投稿規程などに「事前にライセンスしていないこと」といった条件がある場合に、

権利保持戦略に基づきOA化すると契約違反になり得る

• OAのために出版社と契約条件をわざわざ交渉する研究者が多いとは思えない
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おまけ：
プレプリント



• 機関リポジトリ

• 当然OK！

• オープンアクセス雑誌

• DOIを成果報告時に書けばOK！

• プレプリント

• JxivはOK！ 他もNII RDCで探せるか、DOIを成果報告時に書けばOK！

• ところで「プレ」でもいいの？⇔FAQ等を見る限りダメ！！

• 査読後の版を無料公開して成果報告にDOI書くことができればだいたいOK41

再掲「どうやって」をさらに踏み込む
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即時OA義務化の対象外
⇔

医学界でも動きはある
ので一応紹介



•分野による差が激しい

• コミュニティにおける文化の差

•単純なOAへの態度とは異なる：「プレ」公開への態度

•一層の推進の障壁は？

• 雑誌ポリシー

• 著者自身の意向
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プレプリントの現状と障壁





主要雑誌のプレプリント方針

•５大医学雑誌

• BMJ：OK。非営利推奨

• JAMA：OK

• Lancet：OK。2018年からLancet with Preprints（SSRN)を提供

• NEJM：非営利のサービス限定

• AIM：OKだが出版の優先順位に影響？
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eLifeみたいな
例も

https://elifesciences.org/for-the-press/a4dc2f54/elife-shifting-to-exclusively-
reviewing-preprints
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著者自身の意向変
化？：NISTEPス

ライドから



min2fly@slis.doshisha.ac.jp
shsato@mail.doshisha.ac.jp

mailto:min2fly@slis.doshisha.ac.jp
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